
MontaVista® Carrier Grade Express ( CGX ) 4.0 
MontaVistaが提供するCGXは、キャリア・グレードの持つ信頼性/セキュリティ/保守性を備え、構成の自由度が高いフレキシ
ブルで高品質なモンタビスタLinux®製品です。アプリケーションの移植性、ダイナミック・コンフィグレーション、フィールド・メ
ンテナンス、リアルタイム・パフォーマンスといったメリットを、単一プラットフォームで実現するといったネットワークで相互接続
されるインテリジェント・デバイスの開発要件に合致する製品です。
CGX 4.0ではYocto 4.0 LTSに対応し、カーネルバージョンが5.10 LTSに、そしてGCCツールチェーンも11.3にバージョンア
ップしました。またX86、ARMだけでなく他の多くのSoCに対応予定であり、最小の構成で開発者20名までが利用できるなど、
ユーザーのコスト負担を抑えるライセンス形態となっています。

CGXは、ソフトウェア開発に必要となる基本的な機能を提供する「ファウンデーション」と、各種用途に応じて追加でお選びいた
だける「テクノロジー・プロファイル」から構成されます。　なお「ファウンデーション」」をご利用いただく際に、「CGL」および
「セキュリティ」プロファイルも提供されます。

• Yocto 4.0 LTSに対応し、長期サポート対象のLinux カーネル5.10 LTSおよびGCC11.3を採用
• セキュア／トラステッド・ブート、ランタイム統合マネジメント、暗号アクセラレータに代表される、セキュリティ・　フィーチャー
• Linux PREEMPT-RT、DPDK/ODPを利用したパケット・プロセッシング最適化
• クラスタリング・ファイルシステム、カーネル・デバッギング、ランタイム／オフライン・トレーシング
• Kubernetes や CRIU (Checkpoint Restore in Userspace) の仮想化機能拡張
• MVEdge 製品の併用による、統合サポートおよびOTA (Over-the-Air)アップデート機能、およびCGX SDK ビルドシステム
　に対する継続的なCVEパッチストリームの提供といったライフサイクル・マネジメント

モンタビスタ　キャリアグレード・エクスプレス 4.0

製品構成

製品ハイライト



数百万のデジタル機器がつながる大規模ネットワークにおいて、
エッジ・デバイス、ゲートウェイ、そしてクラウドが、相互に正しく確
実に接続されているという、当然の「課題」がこれまで諦められて
いました。モンタビスタではCGX 「IoTプロファイル」に、包括的
で主要な有線・無線のプロトコルを含めることにより解決策を提
供いたします。

ネットワーキング市場では、ユーザープレーンで膨大な帯域幅の
パケット処理を行うデバイスが増加しており、カーネルネットワー
クスタックをバイパスしてパケットを処理する必要性が増加してい
ます。データプレーンプロファイルでは、Data Plane Develop-
ment Kit（DPDK）とOpenDataPlane（ODP）のようなアーキテ
クチャを実現するための主要なテクノロジーの両方をパッケージ
化しており、このようなニーズに対応可能であり、OpenVSwitch
コンポーネントを組み合わせるオプションもあります。

CGL (Carrier Grade Linux) プロファイルでは、各機器がリブ
ートすることを避け、常に動作可能な状況に保つ事ができます。
これにより、ネットワーク機器は周辺の機能に一部影響を受ける
ことがあっても、中核となる機能には割り込みを受けることがな
く、安定したネットワーク機能を提供することができます。

今日の組込システムでは、ハードウェアを利用したケース及びコンテナをベースとして様
々な仮想化技術が採用されています。モンタビスタの仮想化プロファイルは両方の要件
を満たすような商用品質のパッケージと機能のセットであり、KVM、Docker、Kuberne-
tesなどが利用可能です。また、cloudinitやopenvm-toolsといったパッケージも含まれ
ています。これらにより、インテリジェントなエッジシステム、コアネットワーク、または他の
市場の同様のニーズに対応できます。

Samhain、ASLR、Tripwire、TPM (x86)、TrouSerS、Secure Boot、Mutex W/E Page 
といった機能をサポートしています。 モンタビスタではキャリア・グレードLinuxに対する
セキュリティ拡張を止めることはありません。CGXではアメリカ国防総省方式のMAC 
(Mandatory Access Control)をサポートするSELinux (Security-Enhanced Linux)を
含んでおり、また以下の仕様をCGXプラットフォーム開発に利用しています。
• Security Technology Implementation Guide (STIG) UNIX version 5.0 r1
• Common Criteria Operation System Protection Profile (OSPP) version 2.0

グラフィックスプロファイルは、オフィス機器、産業用および医療用コントローラーデバイ
スなどのリッチなUIを用いた画面インターフェースを必要とする製品の構築を対象とし
た機能を提供します。グラフィックスプロファイルには、Mesaプロジェクト経由の
OpenGL、またはハードウェアアクセラレーションが可能なドライバー、GStreamerフレ
ームワーク、GTKツールキット、Qtフレームワーク、クラッターUIフレームワーク、X11ウィ
ンドウシステムが含まれています。

CGXでは、長期のサポートを望まれるお客様のご要望にお応えするため、標準サポート：5年間＋LTM期間：5年間と、合計で10
年間のサポートをお約束いたします。更に、この期間を超えてサポートが必要になる場合には、LTM期間を個別に延長する
プログラムとしてExtended LTMもご用意しており、産業用機器やプラットフォーム向けといった長期間の保守・メンテナンス
が必要になる分野にも安心してご利用いただけます。
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